
令和 8年度第 1回・第 2回岩見沢市市政改革懇話会における外部評価の結果概要 

 

１ 実施日及び場所 

第 1回：令和 8年 9月 1日（火）１３:30～ 岩見沢市役所 4階委員会室 2 

第 2回：令和 8年 9月 2日（水）１３:30～ 岩見沢市役所 4階委員会室 2 

 

【外部評価における委員の意見・コメント】 

1-4 安全・安心な生活環境の確保 

特になし 

 

1-5 地域コミュニティの活性化 

  ・「まちづくり基本条例」の周知について、小中学生向けだけでなく、一般市民向けにもさらに PR

の取組みが必要。 

 

2-2 高齢者福祉の充実 

 ・要介護認定率について、現状の成果指標は低いほど良いとなっているが、将来に備えて早めに

認定を受けておくという市民の意識の高さの表れとも捉えられるので、見直しを検討すべき。 

 

6-2 持続可能な行財政基盤の確立 

 ・税収について、金額の増減は重要な数値のため、資料に記載することを検討すべき。 

 ・新病院建設について、近年の資材高騰などによる総事業費の増大によって財政に影響を与える

ことになるが、将来負担比率の過度な上昇を防ぎ、健全な病院経営に努めるべき。 

 

3-4 雇用の拡大と就業環境の充実 

 ・ハローワークでの求人、求職者数によって算出される有効求人倍率のみではなく、民間の求人サ

イトも加味した数値によって評価すべき。 

 ・高校生の市外への就職は必ずしも悪いことではないことから、今後の成果指標の設定において、

就職先の業種など、多様な切り口での評価方法を検討すべき。 

 ・企業誘致について、アプローチ方法や業種など、実施内容が見えるようにした方が良い。 

 

5-4 上下水道の適正な運営 

 ・岩見沢の水道水が高品質で安全であることを、測定数値等を使って PR した方が良い。料金収

入の増加に繋がることも考えられる。 

 

5-5 緑豊かなまちづくりの推進 

 ・緑の豊かさは移住促進において強力な PRポイントになるため、積極的に発信すべきである。 

 ・より的確な評価や政策の立案に向けて、「公園緑地を利用する市民の割合」を子育て世代やシ

ニア層など世代別に分析した方が良い。 

 


